






要約:小児期発症インスリン依存型糖尿病の抱括医療のあり方を検討するため 1965～1969

年診断した症例と,1970～1979年に診断した症例の 1984 年の予後を約 98%の追跡率で明か

にした。その結果,1970～1979 年に診断した症例の予後は 1965～1969 年の予後に比較し

て著しく良好になっているが、その予後には大きな地域差がみられ,医師数や栄養士数の

多い地域および小児糖尿病の医療が大学病院小児科や小児病院によってシステム化されて

いる地域の予後は良好であり,これらの成績を参考として抱括医療を改善すべきと思われ

た。


